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S澗OPS互S:The upper stratospher旺tempe｢attire prof‖es were measu｢ed雨th a ‖dar during the period

行om弼arch to October, 1985, at Syowa Stat血(69 n r S, 39- 35′ E), Antarctica. The r､esults are

presented and d壷scussed compared雨th those obtained by leteo｢0廟ical rocket sound汗サgs and with

those by sonde roeasu｢ements.

1､はじめに

成層圏から中間軌こかけての高層大気の力学的および光化学過程を解明するうえで､この高度における温度分

布の観測は重要な要素である｡南極の昭和基地では気象ゾンデによる観潮が定常的( 2回/冒)に行われている

が､観測高度が2 5kmまでに限られている｡第2 6次隊(JARト26, 1985)ではゾンデ観測以外に気象ロケット(

弼甘-135JA)を打上げ高度約7 0 kmまでの観潮を行ったがロケットの概数に制限があり定常的観潮とまではいかな

い｡マラジョ-ジナヤ基地では定常的なロケット観測日概/過)を行っており温度分布等の季節的あるいは経

年変化に鮒する貴重なデ-夕を提供している｡しかし重力波や潮汐波等の周期の短い波動現象の解明にとってほ
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本綬告では1 98 5年(JARト26)に昭和基地で行った中間圏ナトリウム原子層(高度80- 1 1 0km)のライ

ダ-観測の時に得られた成層圏上部(高度2 0 - 5 0km　の大気分子からのレ十) -散乱光を利用して温度分布

を求め､この方法の可能性について述べる｡

2_　ライダーによる温度分布観潮

ライダーシステムについては既に報告(ref. 1 alもd 2)してあるので､ここでは原理的な説明を行なう｡一般に

高度Zにおける大気宅密度p {7)は次式で与えられるo

p(z) - p｡ expトz/H)　　　　　　　　(1)

β｡ :基準高度の大気密度､ H= RT/Mg　スケールハイト

~L･ ∴ミ¥¥:宣iLJ∴ ＼I. >-1∴ifi*-=:=:､ :J: :量/J'J!二連i<

ここで適接した高度の2点Zl , Z2では銅が一定であると仮定すろと( 1 )式からその高度の温度が次式で与

えられる(Ref.3)｡

Mg (12-Zl) 〟(Zl )

β(Z2 )もー(2)
( 2 )式から､大気密度の高度分布を求めれば､温度分布が得られることになる｡ライダ-観測で得られる散乱

信号S (Z　は､大気分子によるレJ) -散乱以外にエアロゾル,によるミ-散乱の影響も受け次式で与えられる｡
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S(Z) =C蝣T巾)2届Z冊a/dQ)民+m(z)(d a/dQ晶△Z/za　(封

ここで､ Cは定数､蝣(z)はエアロソ71/の密度､ (dtf/dQk　と(dp/dQ)^ほレ-リーーおよびミ一一微分散

乱断面積であるO極域の高度2 0 k畦1上では､ほほエアロゾルのないきれいな中性大気であると仮定できるので
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同園には､同時観潮を宿ったロケヅトのデータ
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で中止(ライダ-の欠点)したのて十分なデ-

夕の精算ができず良好なS/Nが得られなかっ

た▽しかし､高度40kmまでほロケ､吊､のデー

タと比蜘勺商い一致が得られているく　このよう

にして､ 1985年の3月下旬から10月中旬

二で　　丁　'.;-�"'I二畑､ z i'':T/u貼i'jic- Jいて

は､当日に詳しく報告するO

4.おおりに

本報告では､ライダ1,=よる成層圏上部から
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て述べてきた｡しかし､ここで開いたライダー

システムは必ずしも漫度観測に最適とはいえな

い｡その理由として､使用した色素レ-ザの繰

返しが遅い1 Oppi)ので､ 1つの温度分布を

得るのに必要な5000ショット以上のデ-タ

の積算に8時間以上かかってしまうぐ,これでは

冒g 1, Tempe｢atu｢e vertical proF‖es
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周期の短い波動現象を捕らえることはできないしかし､この間題に対してほVAGレーザを使うことにより解決す

る｡このレーザほ繰返しの速い( 1 0 pps以上)高出力なレーザなので上述の温度分布を得るのに8分以下です
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